



























































2012 "The Great East Japan Earthquake" No.175 3
でした。利根川流域や東京湾の埋立地などにお
いては津波や揺れによる直接の被害は比較的軽
微であったにも関わらず液状化による被害が甚
大で、ライフラインの寸断、住宅基礎の破壊な
どの深刻な被害が発生しました。
今後に向けて
　東日本大震災は、我々が経験した地震の中で
も最も大きな被害をもたらしたものの一つです。
しかし、近い将来起こることが最も懸念される
巨大海溝型地震である南海トラフの地震（いわ
ゆる、南海、東南海、東海地震）は、防災とい
う意味ではより厳しいものとなる可能性があり
ます。東日本大震災の震源域は比較的陸域から
遠かったのですが、南海トラフの地震の震源域
はより陸域の近くにあり、これらの地域にある
大きな都市や工業地帯が今回よりも大きな地震
動にも見舞われる可能性があります。また、震
源域が近いことから、津波警報や緊急地震速報
の猶予時間が短くなることが予想されます。
　南海トラフの地震に限らず、関東地方では首
都直下地震の危険も指摘されており、日本では
どこでも大きな地震に見舞われる可能性があり
ます。防災は日頃からの備えが最も効果的です。
今回の地震をきっかけに、もう一度地震に対す
る備えを見直してみてはいかがでしょうか。
図：防災科研の強震観測網で捉えられた東日本大震災の地震動と観測された地震波形から推定された断層面上のすべりの大きさ。星印
は地震の始まった場所です。
